


n 痒みは⽣活の質を著しく低下させる

n ADには⽪膚症状以外にも様々な合併症
がある

n 眼合併症は視⼒障害を残すことがある

n ⽪膚感染症を繰り返し、時に敗⾎症に
近い状態になりえる

アトピー性⽪膚炎の問題点



Dupilumab導⼊により
AD治療は変わったか

n 治療効果のみでなく、外⽤の負担などAD患者
の精神的負担は格段に緩和された

n 医療サイドからみても、ADコントロールは
以前よりも向上したといえる

n 感染症などの合併症のコントロールの⾯から
も有⽤



紹介した症例は臨床症例の⼀部を紹介したもので、全ての症例が同様の結果を⽰すわけではありません
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１） 限られた薬剤投与後に遅発性に⽣じ，
急速に拡⼤する紅斑

２） 原因薬剤中⽌後，２週間以上の症状遷延
３） 38℃以上の発熱
４） 肝機能障害
５） ⾎液学的異常
６） リンパ節腫脹
７） HHV-6の再活性化

薬剤性過敏症症候群
診断基準 (DiHS)



DiHS経過中に⾒られる様々な合併症

PSL内服

PSL: prednisolone臨床症状
甲状腺疾患、脱⽑症、SLEなど

感染症 (帯状疱疹、IP、CMVなど)
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ウィルスの再活性化、合併症



Asano et al, Arch Dermatol. 2009; 145:1030 a

b

a. 背部の小型の潰瘍
この部でCMV抗原の陽性を確認

b. 消化管出血 この部でもCMV抗原陽性を確認



DiHSにおけるCMV感染

１. ⾼齢者に⽣じやすい.

２. ステロイドの減量後に⽣じやすい.
ステロイド投与していない症例にも⽣じる.

３. 発症４〜８週後に⽣じやすい.

4. ⽩⾎球、⾎⼩板の減少時に⽣じやすい.

5. 消化管出⾎は致死的になりえる

ウィルスの再活性化、合併症


